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◇
参
加
者
；
沖
﨑
吉
信
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児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
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計
３
名
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前
日
、
児
嶋
さ
ん
か
ら
明
日
持
経
宿
へ
薪
持
込
と
薪
置
場
を
造
る
、
同
行
ど
う
か
と

の
電
話
が
あ
っ
た
。
川
島
さ
ん
か
ら
は
、
平
治
宿
の
志
納
箱
が
宿
泊
者
か
ら
お
金
で
溢

れ
て
い
る
ら
し
い
と
の
話
が
あ
っ
て
志
納
金
回
収
の
連
絡
が
あ
り
、
渡
り
に
舟
と
同
行

す
る
事
に
な
っ
た
。

 

当
日
、
７
時
に
児
嶋
さ
ん
宅
に
集
合
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
に
は
池
郷
林
道
で
確
保
し
降

ろ
し
て
、
自
宅
で
薪
割
機
に
て
小
割
さ
れ
た
薪
と
３
ｍ
の
単
管
パ
イ
プ
も
た
く
さ
ん
積

ま
れ
て
い
る
。

 

途
中
、
児
嶋
さ
ん
奥
さ
ん
の
実
家
の
小
森
に
も
寄
り
、
更
に
パ
イ
プ
・
ト
タ
ン
を
積

込
み
、
白
谷
林
道
経
由
で
１
０
時
３
０
分
前
に
持
経
宿
着
。

 

５
月
３
日
か
ら
持
経
宿
の
来
宿
者
に
対
応
し
て
い
る
村
吉
さ
ん
が
、迎

え
て
く
れ
た
。

 

早
速
、
薪
置
場
の
設
置
場
所
を
決
め
、
荷
降
し
着
工
と
な
っ
た
。

 

薪
置
場
工
事
を
両
名
に
託
し
、
沖
﨑
は
平
治
宿
へ
向
う
、
着
後
早
速
、
志
納
箱
の
志

納
金
を
回
収
、
溢
れ
出
し
て
は
い
な
い
が
、
３
万
９
千
円
回
収
し
た
。

 

昨
年
一
年
間
の
平
治
宿
志
納
金
計
が
、
２
万
５
千
円

( ２
５
人
／
年

) で
あ
っ
た
。
本

年
４
月
か
ら
宿
泊
料
金
千
円
ア
ッ
プ
の
効
果
も
あ
る
が
一
週
間
で
金
額
ク
リ
ア
ー
。
単

純
計
算
で
宿
泊
者
が
一
週
間
で
約
２
０
人
弱
と
昨
年
の
８
０
％
が
宿
泊
し
、
Ｇ
Ｗ
中
の

宿
泊
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

 

後
で
村
吉
さ
ん
に
聞
い
た
が
、玉

置
神
社
で
の
宿
泊
は
１
６
時
迄
に
入
る
約
束
の
為
、

吉
野
・
前
鬼
か
ら
の
入
峰
者
は
持
経
宿
を
通
過
し
平
治
・
行
仙
宿
に
向
う
者
が
多
か
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

１
２
時
半
頃
に
持
経
宿
に
戻
り
、
昼
食
後
薪
置
場
の
手
伝
い
、
１
６
時
近
く
迄
頑
張

り
何
と
か
型
に
し
た
が
、
敷
板
と
ト
タ
ン
の
不
足
で
完
工
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

村
吉
さ
ん
は
、
午
後
千
年
檜
先
の
鞍
部
付
近
２
段
差
造
り
を
さ
れ
た
。

 

村
吉
さ
ん
は
、
池
郷
林
道
経
由
で
本
日
帰
宅
す
る
と
の
事
で
、
我
々
も
池
郷
林
道
経

由
で
帰
る
こ
と
を
児
嶋
さ
ん
に
提
言
し
た
と
こ
ろ
「
青
木
氏
事
故
」
の
あ
っ
た
行
仙
宿

登
山
口
の
階
段
の
滑
り
止
め
対
策
作
業
を
や
る
の
で
、
白
谷
林
道
か
ら
行
仙
宿
登
山
口

へ
向
う
と
、
こ
こ
で
始
め
て
別
メ
ニ
ュ
ー
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

 

児
嶋
さ
ん
の
対
応
や
行
動
の
早
い
こ
と
、
一
本
取
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。

 

階
段
で
は
、
上
部
１
５
～
１
６
段
に
白
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
そ
こ
え
富
士
山
の
火
山
灰

「
富
士
砂
」
を
蒔
き
、
更
に
そ
の
上
に
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
滑
り
止
め
と
し
た
。

 

こ
れ
で
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
る
、

 

新
宮
着
１
８
時
過
ぎ
と
遅
く
ま
で
ご
苦
労
様
で
し
た
。

 

青
木
君
の
お
か
げ
で
Ｇ
Ｗ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
わ
る
し
多
忙
で
あ
っ
た
。

 

特
に
、
５
月
５
日
行
仙
宿
へ
入
宿
予
定
の
大
江
、
畑
林
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
か
け
ま
し

た
、
青
木
に
代
わ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
の
な
い
様
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
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